
表‐1 調査概要 

図‐1 改善策検討の流れ(1) 

地方都市地方都市地方都市地方都市におけるにおけるにおけるにおける公共交通公共交通公共交通公共交通のののの改善方策改善方策改善方策改善方策にににに関関関関するするするする研究研究研究研究        

～～～～秋田県能代市秋田県能代市秋田県能代市秋田県能代市をををを例例例例としてとしてとしてとして～～～～    

    

秋田大学 学生会員 ○千田 克典 

             秋田大学 正 会 員  木村 一裕 

   秋田大学 正 会 員  日野  智 

秋田大学 正 会 員  鈴木  雄 

 

1111....    はじめにはじめにはじめにはじめに    

近年、少子高齢化による人口減少やモータリゼーシ

ョンの進展により路線バスの利用者が減少し、バス路

線の廃止が全国的に相次いでいる。特に地方部におい

てその影響が著しく、公共交通の衰退により交通弱者

が増加している。これにはさまざまな問題があり、現

状を的確に把握したうえで解決策を作り出すことが重

要である。そのために継続的な調査が必要であり、収

集された参加意欲の高い声は有効なデータとなり得る。 

そこで本研究では、アンケート繰り返し調査により

路線バスに対する意識、評価、ニーズから問題点を把

握したうえで改善策・導入策を検討することによって、

継続的な調査による詳細なデータ活用の有効性を考察

する。 

2222....    アンケートアンケートアンケートアンケート繰繰繰繰りりりり返返返返しししし調査調査調査調査のののの概要概要概要概要    

筆者らは秋田県能代市の路線バス利用者を対象とし

てアンケート調査を行った 1）。路線バス利用実態調査と

簡易アンケート繰り返し調査の概要を表‐1に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 路線バス利用実態調査は、主にバスの評価について

の調査であり、アンケート回収率は 33.3％である。 

 

 

また、簡易アンケート繰り返し調査は、利用実態調査

で聞くことの出来なかった項目などの詳細な調査を行

い、アンケート回収率は１回目から順に 54.7％、76.2％、

83.9％である。繰り返しアンケート３回目には、この

調査についての評価を聞いた。 

3333．．．．公共交通公共交通公共交通公共交通のののの改善方策改善方策改善方策改善方策のののの検討検討検討検討についてについてについてについて    

アンケート繰り返し調査による路線バスに対する意

識、評価、ニーズから問題点を明らかにし、改善策を

検討する。改善方策として、以下の事例を挙げる。 

事例事例事例事例 1111））））地方部地方部地方部地方部のののの交通交通交通交通ののののサービスサービスサービスサービス水準水準水準水準についてについてについてについて    

能代市の北部に隣接した人口 8000人の八峰町は能代

中心部へは約 15km 離れた場所にある。路線バスは２路

線あり、それぞれ１日に３便運行している。図-1 に地

方部における交通改善策検討の流れを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

複数の調査のデータを通して、八峰町のバスの満足

度は著しく低いことが明らかになった。しかし、路線

バスが交通手段として大きな役割を担っていることが 
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図‐2 改善策検討の流れ(2) 

分かる。ただし、バスを増便するには利用者数が少な

くて難しいと考えられる。そこで、デマンドカー導入

について支持が高いことより、土日祝日に運休になっ

ているバスをデマンドカーとして走らせる方法が考え

られる。実際に交通弱者が存在している事実に対応し

なくてはいけなく、八峰町という地方部でバス需要が

必ず存在する地域では一番有効的な改善策であると考

える。 

事例事例事例事例 2222））））買買買買いいいい物物物物エリアエリアエリアエリアについてについてについてについて    

路線バスを利用する目的、または行動パターンを把

握することは公共交通の活性化にとって重要である。

さらに利便性を高めた交通にするためにニーズ把握は

詳細に行う必要がある。図-2 にニーズ把握による、買

い物エリアの交通について改善策検討の流れを示す。 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

バス利用者の多くは能代市の組合病院を利用目的地

としていて、バス利用者はその後に「買い物をする、

または買い物をしたい」という動きがデータから読み

取れる。したがって「病院に来たついでに買い物をす

る」という行動パターンが予測できる。また、バス利

用者の多くは中心部のデパートが買い物の目的地とな

っている。 

しかし、利用頻度の低いはずの郊外型大型ショッピ

ングタウンまわりの増便を望む声が多く、現在は行く

ことが出来ていないが、買い物をしたいと考えている

人が多いことが予想される。ショッピングタウンへ向

かう便は、病院が終わる時間以降に２便だけしかなく、

買い物を終えて帰宅するのに不便なため利用率が低い

と考えられる。 

そこで、通院と買い物の関係性が明らかになったう

えで増便することが不可能な場合は、現在より最終便

を遅い時間帯に設定する。または、新たに買い物便と

して主に買い物エリアをまわる小型バスを運行させる。

病院からの乗り継ぎ拠点であるバスステーションから

始発させることにより、利用者が増加するのではない

かと考える。 

4444．．．．繰繰繰繰りりりり返返返返しししし調査調査調査調査のののの評価評価評価評価    

 簡易アンケート繰り返し調査３回目で行った、この

調査の評価について図-3 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

全ての質問項目において高い評価であった。この結

果より、繰り返しアンケート調査は有効的であるとい

える。しかし、氏名や住所の記載については、「抵抗や

心配はあったが大学の研究なので信用しようと思っ

た」という意見もあり、継続調査には信頼性も必要で

あると考える。また、今後もこのような繰り返しアン

ケート調査に協力するかという項目についても高い支

持が得られ、協力者からの理解と高い評価を得ること

ができた。 

5555．．．．おわりにおわりにおわりにおわりに    

本研究の複数回の継続的なアンケートにおいて、従

来のアンケートよりもさらに詳細な公共交通のニーズ

を把握することができ、改善方策を深く分析すること

が可能であった。また、アンケート繰り返し調査にて

最後まで継続して回答してもらったデータは、問題に

対して意欲的に取り組んでおり、より有効的な意見で

あると言える。このような継続的な調査は、今後さま

ざまな取り組みにおいても使用でき、より信憑性のあ

るデータが得られるのではないかと考える。 
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図‐3 繰り返しアンケートの評価 
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